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   Intracavitary instillation of Tokyo 172 strain Bacillas Calmette-Guerin was performed on 39 
patients with superficial bladder cancer after contact Nd: YAG laser irradiation for tumors. The 
BCG group received intravesical instillation of  80  mg BCG at two week intervals for 6 months. 
   Recurrence occurred in 7 of the 39 patients. In the 7 recurrent cases instillation of BCG had 
been discontinued after  2--7 instillations due to bladder irritation, with recurrence seen  6-27 
months later. The non-recurrence rate in the group (27 cases) instilled BCG more than seven 
times was 94.0%. The non-recurrence rate in this group was significantly higher than that in the 
group (12 cases) with less than six BCG instillations. The non-reccurrence rate in the group (26 
cases) without BCG therapy was not significantly different from that in the group (12 cases) with 
less than six BCG instillations. 
   Our findings suggested that frequent (more than seven times) instillation of BCG increased 
the non-recurrence rate, and that less than six BCG instillations is not significantly effective for 
preventing the recurrence of superficial bladder cancer. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 575-579, 1994) 















った 表 在 性膀 胱 腫 瘍 の うち,39例 に 対 してBCG膀
胱 内注 入 療法 を 施 行 した.
症 例 の 内 訳は,Tablelに 示 した.
他 剤 注入 例(MitomycinC:MMC,adriamycin:
ADM)と 無 治 療例 は そ れ ぞれ15例と11例で,26例 の
BCG非 投 与群(Table2)と して統 計 の 対 象 と した.
投 与方 法 は,経 尿道 的 レー ザ ー処置 後1～2週 間後
よ り,BCG(Tokyol72株)80mgを生 食40m1に
懸濁 し,膀 胱 内注 入 後2時 間排 尿 を 我慢 させ た,そ
して2週 毎 に1回,合 計12回注 入 す る こ とを 原 則 と し
た.副 作 用 のた め に12回注入 で き なか った 症 例 も,
今 回 の 統 計 対 象 と し た.ま た,主 治 医 の判 断 に よ り
UFT400mg/日の投 与 が,BCG投 与群 で は39例中
25例に,BCG非 投 与 群 で は26例中12例に併 用 され て
い た.




症例数 男 女 年齢
Staging
単 多123pTispTapT1





症例数 男 女 年齢
単 多123pTispTapTl
他剤注入例1511463,1132690 1104
無 治 療 例1!10170.065470 且 9 1
合 計2621566.019710160 219 5
胱 鏡 検査 で確 認 した.
実測 非 再発 率 はKaplanMeier法に よ り算 出 し,
GeneralizedWilcoxontestで統 計 学 的検 定 を 行 っ
た.ま た,比 較 す る両 群 の臨 床的,病 理 学 的 背景 因子

























率 はそ れ ぞ2L56.2%と92.8%で,初発 例 の方 が 有意 に










































































































非 再 発 率 を検討 した.な お,そ れ ぞれ の 群 の背 景 因子
として,腫 瘍数,浸 達 度,異 型 度,UFT内 服 の有 無
を 検定 した が,い ずれ の検 定 で も両 群 の 間に 有意 な偏
りを認 めな か った.
39例中 再発 した の は,初 発 例(膀 注3回,6回)2
例 と,再 発 例(膀 注2回,2回,3回,4回,7回)5
例 の合 計7例 だ った.7例 すべ て が膀 胱 刺 激症 状 のた
め に中 断 され た 症 例 で,中 断後 の再発 ま での期 間は,
そ れぞ れ26,9,5,8,17,4,15ヵ 月 だ った.
BCG非 使 用 例26例と,BCGの1～6回 膀 注 例12
例 の非 再 発 率は,そ れ ぞ れ38.3%と41.0%で有 意 差 を
認 めな か ったが,BCG7回 以 上 の膀 注 例27例の非 再
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